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無添加サファイア単結晶は光学材料、窒化ガリウム作製用の基板など、広範な用途を有してい

る。放射線計測においても、C:Al2O3 は線量計用途に用いられており [1]、基本的な放射線計測用

の材料の一つと言える。しかしながらこれまで、無添加サファイア結晶の放射線応答特性は詳細

に調べられていない。そこで本研究では、異なる条件で作製された無添加サファイアの放射線応

答特性の評価を行う。無添加サファイアは F センターに束縛された励起子による発光が知られて

いるが、F センターを始めとした欠陥種やその量は、結晶の作製条件によって異なることが予想

される。 

図 1にはチョクラルスキー法、ブリッジマン法を用いて作製された 10 × 10 × 0.5 mm
3
 のサ

ンプルの X 線励起 (シンチレーション) 発光スペクトルを示す。チョクラルスキーサンプルから

は F センターに起因する発光が検出される一方、ブリッジマンサンプルからは 230 nm 近傍に他

の欠陥起因の発光が検出された。図 2 には 1 Gy X 線照射後の TL グローカーブの比較を示す。

135℃前後のグローピークが一致する一方で、チョクラルスキーサンプルにおいてはより深いグロ

ーピークが観測された。照射量に対する線形性を調査したところ、0.01-1 Gy の範囲で良い線形性

を確認した。本講演においては、基礎的な光物性 (透過、反射、PL、PL-decay)、放射線応答特性 (シ

ンチレーション、輝尽性蛍光、熱蛍光特性) に関して議論する。 
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図 1 チョクラルスキー法とブリッジマン法

で作製された Al2O3 のシンチレーション発

光スペクトル。 

図 2 チョクラルスキー法とブリッジマン法で作

製された Al2O3 の熱蛍光グローカーブ。昇温速度

は 1 ℃/s。 

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2013 秋　同志社大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

19a-P1-13

02-013


